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○○に関する認知言語学的分析
―〇〇を中心に―*
認知花子（言語大学）
要旨

ここに日本語の要旨を300～400字で入れる。要旨は，結論を中心に作成し、簡潔かつ、本文の内容がわかるように。

キーワード

スキーマ　推論　構文文法　

1. はじめに
このファイルは『認知言語学研究』 (Journal of Cognitive Linguistics) の投稿用のファイルなので、このファイルに直接書き込んでいくことができる。 

2. フォントと形式
基本的には、フォントは MS明朝10.5ポイントを使う。論文タイトルは12ポイント。見出しは、太字とする。本文中の英語及び数字はTimes New Roman で11ポイントとする。
例文番号は、すべて括弧付きで、(1), (2), (3) ...とし、その下位区分は、a. b. c. ...とする。例文と本文の間は１行の空行を入れる。
3. 表と図
3.1. 表

表には「表１」「表２」のように通し番号をつけ、表の上側にキャプションをつける。表の中の文字には9ポイント以上を使う。数字は半角英数とする。
表1　表の例

  　　　得点 
　　条件


　A
     B
行動あり
　行動なし


1
1
6
7


1
0
3
2


0
1
4
1


0
0
1
4

注： N=28
3.2. 図

図についても、「図１」「図２」のように通し番号をつける。図の下側にキャプションをつける。図の中の文字には9ポイント以上を使う。
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図1　図の例

4. 参考文献
日本語の文献については、下記の例を参照にし、日本語以外の文献については最新のAPAに従う(American Psychological Association 2010: 40)。配列は、まず日本語文献を50音順でリストし(Lee 2005; 岩立 2008: 1-4)、次に外国語文献をリストする
。
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� 注は脚注とする。





